














正誤表／ 11

誤 正
P298　表 ６ －１９中変更

P331　中段文章変更

P332　図 ６ －８５　変更
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⑹　壁面材の取扱い

　壁面材を使用する場合の，取扱い上の注意事項を以下に示す。

壁面勾配 鉛直目地 場所打ちコンクリート笠石

路面

図 ６ －８５　縦断勾配の処理に対する笠石の使用例

⒜　現場打ちコンクリート笠石を設ける場合

⒝　プレキャスト笠石を設ける場合

写真 ６ － ４　鋼製枠と現場打ちコンクリート笠石による縦断勾配の処理例

壁面勾配 プレキャスト笠石
頭部調整コンクリート
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正誤表／ 12

誤 正
P332　写真 ６ － ４ キャプション変更

P344　上から ４ ～ ６ 行目

P349　 ６ 行目変更

高　  さ；最大11.5 mｍ 高　  さ；最大 11.5 m
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繰り返しながら本体構造を構築していく。その際，壁面近傍での作業は，高所

作業となる場合が殆どであり，常に墜落事故の危険性を伴うため，高さ 2.0m

以上の作業は高所作業であることを理解して，墜落防止のための必要な措置を

とり，常に安全な作業を心掛けるものとする。また，場所打ちコンクリートに

よる笠石や防護柵を設ける場合は，作業を行ううえで十分に広く，安全な足場

を設けることが重要である。

⑵　盛土材の敷均し・締固め作業

盛土材の敷均し・締固め作業では，壁面から 1.0m 程度の距離を境に壁面側

は人力施工を基本とし，一般部とは異なる小規模な施工機械を用いて敷均し・

締固め作業が行われる。また壁面近傍は，狭隘な箇所での作業となるなど，施

工機械と作業員が混在し接触事故などが発生しやすい。このような個所での事

故を防ぐには，事前に運転者，作業員及び作業主任者または作業指揮者との間

で，作業方法，作業手順等に関する作業計画を入念に協議し，安全確保の対策

を立てるものとする。

⑶　斜面の切土及び掘削

　補強土壁の施工では，背後の地山斜面の切土，掘削を行う場合が多い。こう

した土工の際には，一時的に標準のり面勾配より急に掘削することが多いため，

掘削中あるいは掘削終了後に崩壊を起こす危険性がある。掘削に際しては，事

前調査を行うとともに「労働安全衛生規則第 ３５６ 条」を遵守して切土を実施す

るものとする。なお，これを満足しない地山掘削の場合には，別途地山の安定

性の検討を行い，土留・支保工等の処置を施す必要がある。また，施工中にお

いては，地質の状況，浮石，湧水，降雨等の状況に応じて適切な安全管理を行

うものとする。

─ 344 ─
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※2020年7月29日　追加

　　　　　　Ｐ270　下から3行目　　（誤）設計水平濃度　　（正）設計水平震度




